
6GN8負荷中点接地アンプ ＡＲＩＴＯ＠伊吹南麓

残留雑音 ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞﾌｧｸﾀｰ（８Ω負荷、１ｋＨｚ、１Ｖｒｍｓ）
１０～３００ｋＨｚ ＩＥＣ－Ａ Ｌｃｈ １０．３４（出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ ０．７７４Ω）

Ｌｃｈ １５６．４μＶ ５０．５７μＶ Ｒｃｈ １０．４６（出力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ ０．７６５Ω）
Ｒｃｈ １４２．８μＶ １９．６０μＶ

２０２３．３．８
前川有人（滋賀県米原市）
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負荷中点接地アンプというのは、出力段の出力トランスの中
点を交流的に接地し、プレートとカソードの両方から半分づつ
出力を取り出すシングルアンプです。動作的には位相反転の
P-K分割回路と同様で、50%の深いカソード帰還が掛かるため、
低い出力インピーダンスでスピーカーを駆動することができ、
多極管の弱点を補うことが可能です。
本機では、元々プッシュプル用の一般品を元に、一次側をス
プリット化し、シングル用と同じコア組みをしたトランスを開発し、
試してみたいお客様に対応できるようにしました。
ダンピングファクターは無帰還状態で6、わずか4dB未満の

NFBで10を超える結果を記録しました。


